
甲府市醜瑳∴禽縮「こう思索来」

憲政猫査 報密書

日 韓 芝0別電1登用14箆̃16留

総∴欝 欝細媛

競闘適∴○轟細大撃 臨細大学士娃フードビジネスクリエイター大樹蘭出導楽はついて趣

○学繊こ泊まる雪江みど靖の時計台 鵬麗綬翻題の職場綴勧こついて勘

○大川蒋謡轟∴頭割栂懸会の撲謝とその幾の鑑会と軽蔑環関鯨変触こついて曲

○仁淀プル一類舞鶴議会 調猪瀬・仁灘崎操灘、刺簿用と関連豊治筒との闘わ勤こついて甥

0ひるめ碕蟻∴貯ひろぬ希蟻のこれまで穣勝り組みとコ露ナ轍こおけ遂経営について盛

籠頚 豹芝1蒔1塞月14臼からう鎧鰭まで芝贈磐田の箭寵で、語親猿で行敬縄蜜を綺いまし

た日額襲窮と肉蜜は、土鍋の鶉閲鵜で認識し綜選り、会派聯メンバーで本市の課題を出し合

い、猿楽宙次産業化の奮え漬∴騒穣利用の轍堕縄み、注琵琶湖接いで簿流の摸謹言利潜

削薦いて、そして申樋帯織二親する中瀬施譲の駁鯵縄み離二的†て、電離開発として浅薄し

まし麗ら

また昨年から続く鞘蟄コロナウイルス感染轟鍬曲蕊もあゆまし絵が、感染絃大が落ち蕾いて

いた随期であっ彊こと、義経感染轟討議を万聾鰻して寵悶しまし蓬。

泰雑談鶉に騒講されている義細の美醜落ち



Q欝細大響く松田高敵農蕎郊大挙稀蓋暮轄錘議駒

諦閻日輪 芝鯖雲1毎12馬「在圏

テーマ 野蒜翔太学士掠フードビジネスクリエイ勢一人概説捜藩浅紅二光)て遍

‡謡寮愚瞳)

本市の谷次産楽化の取り組みを奮えてい<嬬あたって、コンサルタントとして索畿憲であ魚また

「食の鎧次産業化プロデューサ葛膿捕O)」議轟陳と怒るレペ弛6の騎蓮を持つ松閏寵敵康と慈罵

交換することが太いは諺蕾に嬢蚤と蓄え、鶉闊し起節

(概董龍憂)

諌鯛の松田爵改ざんは、蝕蟻塵醸悌蘭親閲麗筆鍍鐙閲鰐のコン切脂インタ叢話う続載会社こうを暮

らしの欒綬代議駁繚鞍で眼の強次怒張柁プロデューサー」凄議緩となるレベル辱め鶉寵を憂げ、蕊

殻は読細大撃土佐撲滅縛憶説鏑を翳められています砂

. 「6次化ずること」とは、細工轟の手癖猿メ一拍一農怒患」ことと闇じである

→職次連繋として悌鮒灘恩青では鱒報が罷り較細工滋縛は電とよ掠掠蒸鱒生や販路閲婿怒と

についても触ら軽くでは怒ら扱い∴=数鷲が大馳となる

・蔑知膳もともと場荻窪議が盛んだが、 -次産業で生産し発話の翻虻し、それ蜜譲ることが澄ま

怒かっ続く軟農産樹ま裳産蔀として窮る鰭け綻っ灘

→一次産楽、二次産業、三艶麗楽がつながっていなかったことから、裳に撃綜塊青く鯵をしてつ

球がり怒作っていつだ電話細末輩千日韓猿楽)

や蚕室に「餅ば説靂」で認否から、一次珪藻が6挟化される幽愛賎なく飽槻二次産業、三次産

業とつながればよい

=詞敵の綾錦として精勤盆を劇すことで嬉怒ぐこの機づくりをやってみてぼどうが

霧



・竃細大学士嗟フードピ参事為クリエイター人材談出撃築く土燈戸駁鵜は、生産・舶工・流澄・鍍

窮を態書的につ蒸けることがで曇る聾門人紺を語感す漆こと電離削こ、語触媒助産攣管が連擬し、

劉こ蝶肉の社会人樹聞こ食寵檀開音恵専門韻語プ蹟グラムを擾媒している

→軽輩「食愚挙」 「マネジメント」 「愚欒鷺欝」と襲欝の「襲態授締出「顕総菜誇攣」の合討て芝1

暗闘を1寧闇で緩鰭し、自ら繭燕灘発や分締・管壊簿の韻締猿務を攫えるスキルと電着湾を身

甑付ける

書

こうち韓らしの楽様駄練武会社として設立し、生産蕾と頼義番、消費竃、善閲譲とのコラボレ

ー勢ヨン嵩より∴新しい禰鰹場可能縫葱望み捜す「つなぎ懲」として、商議開発・販路闘緒のお手

伝いをしている

→飽元贈まもっだい恐い襲縄があ鵜、比較登れ憩いモノづく鯵や農蝕の土にも細纏を感じ怒がら、

鮮雀で輸入轟の慈細塵化も尊慮に入れ怒がら襲轟闘発を行って善だ。

・ 6激産婆犯は「灘け欝」であり、職荻窪柴が青嶋0鱒口〕鮫に怒っ麗ら食翻ゼ割こなる

叫一次産業が澄蒙であり、ここの親分で「諮細で穂首ねはタメ」恕理由を作る幽菱がある
義

経荻窪繋化は生産蜜轍の轢騒解決の手機続と綻為ると諺欝は成功しない

→繭融とす墨の窯がら、 「お馨撥が蟻蓮す違巷の」を滑ら預ければならない

=ビジネスはお蜜態蛾醸峨ごと接しで怒り、そぬ鑓漢籍を態添ずることであ蚤

二鰊鯖蓄轍の瑳淫で湊叢を絡めて鯵なら怒い
書

こ磯聡馨様が濡愚す蓬も湘」を琵つける蝕がマーケテイングである

畔行脚まアンテナショップを綴鑑することがあるが、アンテナショップこぞテストや輸サティ

ツタ狸蟻であ鯵、商談梯蟻と怒るペ寒

(善黒)

●

溺細嬢の強劉ま、駐韓水蜜楽が盛んで蔑紺の婆聾なところで、聡闇山脈から溌する、憲献上四

万十航仁渡川な登山潮こ関わる畠鱒二奄慰まれている∴溺翻繰僚欝翻ま高鍋採大鰐準が鍬了を

縄農だことがな掴まと、二次義雲練達護が妙速い

一軍綺帝に捲いても∴氷と栗駒と野菜猿との蔑材駄堂欝であ逐ので、鵜的大学などと擬態して

授亥化としての鱗繚翰怒敵機績み琵琶鰭すべ善
書

薗矧こおける金次産業化織顕鵜縄みほ、良い竃のをと餓ように市嬢に激し発っていくか、ニーズ

のキャッチと、生産蕾が不簿籍とする靭指脚工、騒覿漆調附し、奇麗ニーズに合った商轟

へとしていくがで、語細の襟裳を好鰭残な巷のにしていくこと薦つながっている

→しかし、松騒馬絹度怒人脈電影威し、拳謹書闘士をつ怒げてい蚤ことは-寵の評価がで曇

るが、松田氏以外の多くの亮が人脈電影餓できてい蚤のかが擬闘簿であった

→土煙戸数;を簿翻し、総でもが動転怒ニー矧こ適したマッチングが行える人材が繕えること

により、多額さら怒る轟鮒籠慈繁の飛躍が灘籍で嚢稼ぐ湊、轟薫の攫い事の茜威かで善も勘

と実感した

急



録 かっての簿細鰻は渥襲ハ標東海との磯鍛練梁によ臥一次蓮楽で澄脇で十給刺益が盤でいた

→しかし時代は変わ鯵、母の登か穀賛瀬を生かし経細工感奮棒鯵、観艶の稔主産轟として開発

していくことが必漂!こ怒畿琵

・ 6次産襲館とは一次養楽が窃三凍麿薬で譲る甘農ビス楽や騒議案でを融合する事で産業の可能軽

電庭げでいく散り蝕みである

一機鰹氏は人と人を繋げて拭く性護をしているという

→ 「その人がい薫陶を幽毅としているかを理解し繋げ憲のが性蜜怒ん程」という嘗繋が軸こ幾

つ旋
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○撃殺槙漁薫ろうきみどりの蟻請合

諒闇題績 2駿1毎1急用1富配

テーマ∴敵臨機利馬の駁靖網勧こついて魅

(襟裳理由)

布部こも擬撥が議場、帰寮を磯鶏簿矧こついて接木電球課題とはなっ郡潜いが、翻電文簑座や陶土

九一蜜小学被、絶対捌l撃殺猿と、検討僚艦糞漣は感じている言語矧燥肉には廃毅を利照した宿泊施顕

があり、その1つである「攣繊こ潜まろう竃みどりの轄掛軸登臨香し恵

〔騰蓋精霊〕

・移駐蕾である欝睦夫嚢が大堅陣から腫川口小学磯霞繕り繋げ蕎形で綴鸞している
農

養鶏綿密(平成14)年に、蝿謹数の減少難よる統奮により川筋喧嘩続が捲繚となる
書

積鵜遭(平淡18)年に、川口硝撃撥電流凝とし、績治績銭として開襟

・俵綬載ら閣議まで貌閲、抱轢軽蔑へ秘説関や脊陶磁談などが欝われだ

・敬鯵襲感は野田美装が軽捜し、縫饗の中で圏域す憲ということで閲欒した
事

体鷲館(齢と靖の時計台)が餅駿してい遺脱こ瑳蚤はま鰐敬の新帝であ鯵、野田失費が管理し、

町罵鱗蝿している(橋渡番も利用可籠)

5
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○大川栂強食

諦織目時 空轍愛1寧1雲月う恵箆

テーマ 晒籾籍賽の翰翻とその鞍の議塗と軽蔑の蘭擬翻聯こついて憾

き観赫運瞳)

芝削了年宕鼠薄弼媒大潮拙家、紺最の稲田紬士康が溺寛の戯湾手不霜を管幾に言説会を巌かず駿鑑

する郵拇鑓藷線ついて摸紺を購める仁義鵡し嬉ことで日本中から注目されること嬬恋っ燦検討槻鰭巽、

敬称総会養鰻薩するという鰭轍こぼ至る恵がっ篤が、闇や蝶、繊々怒鰹鰭書を巻き込んでの説諭となっ

た〇本樹こおいでは幸いにも鶏糞鉛成り寧不愚という点は課題に怒ら漆そうであ蜜が、この太川村の動

揺鰭会の溺擬の鸞寮蛸ま、能罵自治を閲轍こ凝え、性罵自治葱とう詰めていく妙という魚島課題となっ

ている8本市において棲琵琶治をどのよ熟二寵めていくから蓄え蕎1つのアプローチとして騙蜜、慈蒐

交換し虎。

(鵜董概整)

・大川籾は、書弱削lの繭轍こ位適し、蔑称梁の箋1次産業と白滝恐山の繋栄で発展していた

→し激し鰐粕46年の軍閥満ダムの珪酸により、村籠蟻を禽む-謎め薙演と鉱山の閉山という大

きな変館檀誌い、人口が4搬入から40載人を下回る激減に通運することと怒った

7



費 村藻会選挙吾平戯芝丁年までの適姦電団のうち、燕攫霜が髭回と怒靖、釜1年締選挙も霜数を突

く聡滋が予懇怒れ農

事 当時の朝憲護憲からの談纂謹響箋疑義への懸手酌こよ郷、会費餞諦念・醗会運漕餐賞金奮闘鰭する

中で、平成芝9寧雪月から釜富徳1幾月まで「大川紺談義縄鰭の葎鯵璃鱒栂総会兄について検

翻蜜謹漁申繊報告透提出し麗

ヰ曲射総祭を揉謡しだ当瓢栂で駄滴ゆる聡代襲」のよう憩も織をイメージしていたが、総

務登は飽京碧海法鶉9宙黛の「馳紺の議会は関する鶏建電撃揺する」との競寵を厳繊こ寄るぺ

憲だとの或蟻を示し定

→人口が少被いといえとも∴轡箋緒を蕾する蕾が一蟄こ会し∴法に定める議会鱗能と闇じ綬艶を

実施するこ出ま、冥韓絢清潔も怒ぐ、困難である 雲謡会電関揺することと変わらない

二自治法篤合箆祭で蔑める鞄祭沸離織が蝿整紀椿れ透撥欝では緩い

筆 平成違1牽遠別二手犬用栂謡余響轟の綬発鬱血を睨礎にする譲樹」を謡寅発諜により翻寵

→兼浅識寵を瞬確機首遠ことiこよ臥親鶏の鑑爵遥撲輔や穏肉の固体簿の畿職も叢様することが

可能となつ定

義 その総菜、平成葛1年々用豊1圏の栂醗塞議員選撃は、麗説経人に対し下人の繰蒲があ鯵、薪

人が黛蓉当選す遼ことと怒っだ

(替寮〕

. 2∝職率に施行哀れ患飽瑠分続一膳速壊熟鵡芹への態隈や財譲の移藻が縫んで蓉てい遠が、饗

憲(こよるか、賓の鯉の癖法難よる妙という、憧蔑轟憩の淡靂充溢に三溝lて織、法でル工レが決め

られていることが浮畜態勤こされ、憧襲自治のあり亮を決めるという聯胡二転的てはま潜まだ申

輿集権球の庵と改めて繋衛か哀れ綻。

章 二発祥義満蛇鵜舟譲祭練り風こ遜る、賽饗嬢繚諦葱続けられ旋こと照ま韓醐こ轍憲電覚えるが、

綬本願因の-つに、拇環の頴義への躍鱗不定があることも轍めて感蝉だ

.鮫に町静態釜が駿範で馨漆としても擬態不動こなれぼ、嘗度の恕基敬治となり、栂憲の悪態や詩

繋が嚢現されないこととな壷可能経雑誌寒い

録 二元代襲鯛塵蓉亜し霊園醸し∴賦粛敬治密語うことが改めて嫌悪で懇話こと葱鮪感奮せられた

意 甲綿布諜轟は、芝0芝1年了周から「甲騎辞諦念謎本襲轍」蜜総待したが、護憲の饅説である移籍

の説法、髄熊の盤蜜擬態、漢籍認罷怒とを寵たしていく定剣轍ま、市寛の繋憩や愁馬を冥撹施し

ていくことが鱒浦的な踵輪であると琵認擬し疑

.今緒、大川蒋よう(こ誌会を鰭簿す遼ことが困難となる自治妹は妙禄からず溺れて来るであろう

鯵 人口減妙がさらに澄め敵国によるさら怒る帝問軸禽鮒ま寧憩される

農 園による摂輩に渡る大田瀬妙謝簸錆符げが、小誌桧垣治紺二重くのしかか育て采ているという印

象だった

購 入日も40載大器麗鰐と聾穣撒むと学事くらいの人数で、大総織人の題隙思い浮かべられそうで

あ鯖、態馨するのも大変そうだ

経



・譲轟の解態と珊蒋灘轟を薬際に綺郵こ感的半らいろ鶉踵はあるということが今回の績輪なのだが、

その婆を改めで掲環が感じた機が誌しかない

徽

その綾の選馨で薪紺こ2人の善い額箆が顕生し灘、飽拙稿議轟では年請書が大半を占めている

申、 ㊨人中2入電の馨畜殺轟がいることは∴欝欝があっ淀のでは鎚瀬と憩った
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○鱈渥ブルー靭光揺糠袋

請蘭留時 空0芝1寧1芝月16配

テーマ 諺滞溌・仁渡川の簾謹、刺薄題と関連自治体との関わ鵜について盛

(統轄連疫)

本市も翻轍葬姻蟻を流れる潜満子諮問の鱒、趨下水にも憩まれてい義様持蕊競途嬬利活用されてい

るが、永瀬を標識し言が刺用を親薙する簗轍碇と練ま繕鯛寵されてい繚い。国土交通繊こよる室蘭一級

潮雄か水質競演に勘lて例年!こね施り聴質が銭も良好怒渥踊I」に露盤されている仁淀川の駁鯵組みを

醒蛮すること放本市の潮霊霊への破り鎚あの襲鴬嬢なると蓄えだら

(讃蓋概豪)

喜 現在、 「字とも淫らの薬類を蕾む仁頚飾巨人と畠然淑溺靖殺す簿流仁溺訓ト」遼テーマ嬢、菜芝次

仁淀川簿流擬合計蘭が籠薙されて掠る

章 平成芝芝年11風流蟻偉高郷緒は磋帝、 i溌龍軌に濃紺臥僚那樹、題離乳日詰栂)と電報

擢懸念で組織される仁淀川越璃籠光臨議会が耀漉され窺

→韻沌憶報の発鱒と闘体鶉築ツアーの企画・遂電撃を主な取り繍醇としてい遺

書 平成芝了年「急用、一般社団法人仁滋ブ璃一報鑓蟻溺会を醸亜

.仁淀ブルー観光餞艶会の昌つの釜ッシヨン ㊥節騨髄蟻・ 6帝馳細の親電霞陶土駿観光を通じ

絶交統人口の轍大言⑧蝕蟻経済の潜縫化∴繚観舞塵議による蕊閣繊藍㊨繊細こ纏わる人だ膏が、

亮葺副こなる。活気青く。や錆が陣や生きがいを感贈る鵜殿をつくる

璃



筆

書渡川濁選の談題として、鵜深耕及びに綾川溌蟻㊨市町紺駁繊細寝が煙い、一人当虎靖の観光港籍

額が犠い、嗣趨経が鑑い、蜜髄懸欝の簿霹靂が竃いとは替え憩い、怒藍があげられる

・電柵芝寧急局、 「接戦譲れる難読が登然体嬬遮れ親船潜が怨に漣川瀬蟻」をテーマ難配本鯨D棚O

薄緑認彊

→主怒鞭壌網勘ま、施灘産轟を滝がしだ「蔑」に関する擬鯵鯉み、暗然」を簿かした体験型観光

に騒する駁り組み、 i歴史」 「接続鄭馳嬬関する騒嬉蝕み、イベントに関する奴鍛組み
義

挙欝犠蟻として、 R貧年度収受罫築肢了工9塞6干閏で∴聴爵触媒輔助金1 f2、市町籾最澄金待2

と怒っている

一斑克織豊護衛金は5軍閥で、禽請3年度で終号音蚤ことから、 4年度がら練、予算が半額と

なる電籠滋があり、輩楽の見麗し遼態魂でいる
●

戦蛾鰹秘蝕秘菜∴延べ宿泊書類塞了事0髄人鍋29)一途芝尋12入館1 )、熊笹萬蓑顎/人為8「了

悶(H芝9) →2魯03了閃くR動、薬鶉輩満足簾登1恵〔H芝9 →轡浅慮(円空)

ぐ書籍)

◆

騒轟の海難譲れ込む誌野川絹本三太纂細い艶麗三輪淑匪国中央の溺細熊山閲読からの続蟻

躍廼震1執軸で雷土用の1息鰭あると覿魚用ととも虻生活して諺定溌蛾の態史が興陳深く憩

凝することがで塞た

農

に濃紺駄畜野川と懇窮十用こ採まれ、期名盛が縫いことが誤認で、騒沌蟻語義の捜寝て髄蟻連勝

蹟賦〕こ=ま日本遺産醇触蟻麹域濁轄化醸造蟻諮蚤の運営に大輔こ鬱馨と怒堪そう清

一鴇に、アクティビティーの取り込みの潜強練、禽畿統治麓化熊の自転ともなりえ、漉村温泉館

蓉裟輩込んだムーブメント寄贈穂できる
書

鱒威徳港淑婦「仁瀬l圃」は「韻田の塞」として薫る歩泰凄麗関して蛤で、今鐙の変瀬にも期待し

彊い

●

塗闇水諾ラン羊ンヴ蜜年連続1蝕が、仁護持桧ということ稜親ら晋難い番癖は多いと感奮が、逝く

に独語十川もあり、拙者嬢や醍蝶を抱かせる憲蟻で義、疎め鰭続き蜜「ブルー」としだ点は面白い

発想醇と想う

・畠鰯が好誌上用が貯蓄、釜本で輸詩編艶馴憶轍醸してみ瀧陀敵清人は多いと想う
場

しかし、寵端餓会での研鰭でもテラ蓬の多きから、あれもこれもとなってしまい∴大物な鶉舗「求

婚配本一編緩」が見えづろくなってしまっ患邸憩が避靖、鞍賽に懸る灘節電も青と活用し、合わ盤

でアクセスの悪さが教護され諮れやすくする淀め秘薬邁慈鰭が堂轟給と愚う
軍

鶏綱やフレットのセンス効目鶴匠出来で韻纂潔かっ旋

・時に濃プル一書’とい寄キャッチフレーズも鵜も欝細嬢の管楽譲が胡青だもの続と輔雷、電離の溝瀬

という亀に穏感しん臆との澄み捌っ耗透関短軸憩い川の冨寛琶最たる車轟は離れてみだ<なる
●

ここの流域の避難軸の浅彊沈下鰭がアニメの鶉録こな鵜アニメの繋抱として新たな瞳の覇鑓誘致

になっているそうで、今、轢画、アニメの墾飽巡糾ま観光鵜として霜馨しているので、この点も興

味深いものであっ旋

【劃



筆 擬域にはホテル簿が少緩く、欝細面憲に泊まってもらい軽輩で来て竜らうようにしているよう駕っ

詩が言臨軽輩は総克てもらい彊いが、こ俄萄蘭の鱒流稜揺ら怒慣れぼ態棟がないので難しいところ

だと思っ淀

・今回読札で翻めて刺青経勘仁瀬川軸に転静思軽寮で、識滋勝頼が護る建議「大崎玄観として

穴十囲態まで生寒椿詣轡闘雷、戴駿鼠機工醇が鯵で仁慈ブルーを再び務綿を梯患いいかと思つ定

1急



○ひるめ帯揚

艶聞日韓 空随1毎1急用16題

手強マ∴靖ひらめ帯蟻のこれまでの取り繕猪とコ離す縄における騒饗について魅

で統轄瑛恕)

爵馳こ行って零だというふ「ひる飽市鍬弾ま行って善旋亨」と聞かれるく写毒酒肉細こ書名怒涛築

緩談で官職話鯛帝の中心市欝蝕の醗轍こ飽撰し、ま努の濡態嬬賛轍しています。ひろめ帯揚のこれまで

の取り縄あとコロナ縄での鶏感状渡を躍酪調蛮することが本市の中心韓鰭漣の駁堪組みに太寒く蛮喜

すると考え、競醸し旋徴

(調套凝豪)

◆

ひ替め語運は、掘南郷駅から輩で患薗蛾とこ劉こある、続く謀)庵翁の飲浅膚と動産膚が連な蕎靂

台輔で感籍数は綴4敵う轟
場

芝蟻、葛鱒は雑連携と怒ってい電(部課う貧賎輩可能)
事

体籠臼は年給題穫感で、箆暗く月曜日は了鰐)から雲3蟻まで聾熊縄櫨ナ縄では時頼営楽)
基

準威う了年、中心南港緒の抱薫として蟄薬を闘鶏
暮

雲削了年に来蟻書類は美紀榔湾入を実験し薙

→入寮蒙園は、駐態薬幣、抱亮十謹薄霧、行政・マスコミのバックアップ、墾馨なI狙エーショ

ン、話細靖謳もて醸し文姓、屡綬縛寒の抵蟻の所竃毅とが鞠ずられる
書

ひらめ市総の麗蕾磯路として、腿繊韓聾型蟻婆で抱請のお蜜様に多く剥用していただくだめに、謎

麗しだイベントの鶉鰹、通麟蔵麿緒と罵郊駄日曜帯等の鶴舞施設と隣接した「抱の軌を活かし

た漂外電の懸り込みを行っている

1幾



義 朝溺出麿漆舗補選電機励する主軸患、 「翻めて諺梁を起こ凱「轟効の稼詔や鶉理の提供をする」怒

とで「薗馳県の発態の蟻」として飽擬態腔触こ繋げてい議点を善感している

・ひるめ帯揚悌瑳謹聴蜜は、不艶麗諌欝、帝総連轡、欝鑑レンタ弛奮主軸としている

→縄鰯は、営業と縄蘭・緩踵と食欝レン勤し灘閲と怒ってい番

場 コロナ縄の影削こよ嬉腰人は減尋潜が∴態撥や灘譲葉禄と騒動ま再憶逓く鱒大し綻

・コロナ当灘は休館対藤で、その鰻は疇闘題鰯で謡醸して薫発

意∴コロナ鞘叛としてぼ、入唐輪の俺温計灘、手薄灘瑳環繊麿、盛薦撮撃滅、マスタの馨用、換気蓮・

淫篤満簿灘の設霞など

◆ コ鼠ナ細籠農関して、待轍(賊掛ら掃受護は、 ⑲萬触媒営業疇騒擾鰭嚢讃蟻力金、 ㊨憲知媒聾謹

聴艦騒鰭琵潔醇瞬臨時給韓金、 ㊨漸蟄コロナウイル東感染症対策麗照離籍蟻疇黄綬結締金、繊爵効

懐中小金楽新型コ繊チ感染鍾翻籠瑳欒資があっだ

→行政の謡郵こ関して、歎授燈と土産麿・灘蟹起電への受蟻に義が出てしまった

→ひろめ市場禄との選照形態では、オーナーへの場繕輔劇などの手擬薫が蘭熊で不公平は怒ら疎

い制度になると思う

壇



(拳擁)

青 むうめ帝蟻は言語触媒め捺猿の壁かきを籍がし∴繭麿欝や感触繊猿との観沌施駿と逮擬した経営を

騒厳し、馳密接と議場上げアップ遼襲蟻している

義 欝糞鴻蜜賓上げや濡繊弱こぼ、駿よそ寄‥ ・新品l親康i思亮蜜鬼頭す言動まか蓄・ ・事とんでも

恐いこと軽電う、騒締って諺だ講義・意比較で賽遼鶴念が麟嚢欝という

→こ抽こ馨蕾の鬱細が鵜縛塑無拙まと憩う

義 軍轍こぼ躍馳縛的こ露命文化があっ淀

・中瀬鰭に蟻破約善溺丁〔甲矧ぐ恵め横丁)がで轟無鉛で、触亮の禽轍こ願う奮立金轡の哀緒や料

理が瞭ねえる「ひろめ帯揚」網繕哀れ奮職
場

擬態から騙り、寵矧こ待って架だ諒をすると、筒賀郵こいったことがある人は麟ず「ひろめ帝蟻には

待って譲魚かと轄漁られ遼懐き雷名なん鮭と思い細るされだ

・ひるぬ帯揚の灘親電は∴総元寵蝕の人が犠とんとで、元々飽元締太腹蕾んでもらうよ到こ作ったと

のことで、 「漣元の人が続くさん燕捕ま駐鎌と韻擢蜜も萄ってくる」をいうのか社轟の嘗糞でい賛

ぽん軸最深がつた

→ここのところ薫る葱溶解化窒せる鋤こい別こして鶉光藩を麗致しょうがということばがり蓄

えていだので離轟に撥静だ

ここのシステムでい獄まん配電雪間瀧聡が、濃い駒とゴミを一事に引寒球鵜ヴうスや勤を爛々の庵

嬢欝し出すシステム経

→それによって爛々の唐織の洗い蟻のスペースもいらなく怒るし、轟内遼鏑生駒である

・謹選駒が蓮蛍にも擬ねっている点斌この撥ね踊こ瀬が曾てい壷のであるう
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